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要旨 ：PC 骨組 が地震荷重を受けた 際の 損傷を RC 骨組 と比較検討するこ とにより，PC 骨組 の 損傷制御型耐震

設 計法開 発 の 基礎データ を得 る こ とが 本 研 究 の 目的で あ る。PC 鋼材 種，グ ラ ウ トの 有無 を実験 パ ラ メータ と

した プ レ キ ャ ス ト十 字形柱梁圧着骨組 お よ び 同 形状の RC 十字形柱梁骨組 に 対す る載荷実験を実施し，ひ び

割 れ 幅 や残留変形な どに 基づ き損傷評価を行 っ た。PC 鋼棒鋼材種 （丸鋼 と 異形鋼）お よ び グ ラ ウトの有無 に

よ っ て ，接合部の ひ び 割れ 幅お よ び 接合部の 残留変形 に は違 い が 見 られ な か っ た 。 ま た ， PC 柱梁接合部の ひ

び割れ幅に 対 して は ， RC 骨組 に対す る 損傷評価法が適用可能 で あ る こ とが示され た。

キーワード： プ レス トレ ス ト ＝ ン ク リート，圧 着，損傷評 価，グラ ウ ト，ア ン ボ ン ド，柱 梁接合 部

1．は じめ に

　PC 構造 は プ レ ス トレ ス に よ るひ び割れ制御や残留変

形制御など、損傷制御が 可能で あるとい う特徴を有す る

が，損傷制御を実現す るに は地震力を受けた構造部材お

よ び それ らの 損傷自体を遮切 に 評価する こ とが 必要 と

な る 。 と こ ろが，地震力 を受 け た PC 構造部材，特 に柱

梁接合部の 損傷評価 に関す る資料 は極めて 少ない
1）。RC

構造で は 「耐震性能評価指針 （案）」
2）に 見 られ る よ うに ，

ひ び割 れ 幅や残留変形な どの 具 体的な損傷状況 を，部材

の 耐 力 や 変 形 性 能 と 関係 づ け て 評 価 す る 手 法 が 示 され

て い る。本研究 で は，PC と RC 骨組 の 地震荷重下で の 損

傷比較 に 基づ き，層間変形 ・部材変形 と損傷との 関連づ

け を試みる 。 nc 圧着骨組損傷制御型耐震設計法の 基礎デ
ータ を 得る こ と を 目的 と して，PC 鋼材種，グ ラ ウ トの 有

無 を実 験 パ ラ メ
ータ と した   十 宇 形 柱 梁圧 着骨組 お よ

び RC 十字形柱梁骨組 に 対する載荷実験 を行 っ た。さら

に RC 柱梁接合部 に 対する損傷評価法 の PC 柱梁接合部

への 適用可能性 に つ い て検討 した。

表一1 試験体詳細

2．実験鞭要

2．1 試験体凝要

　試験体を図一1に，試験体詳細を表一1に 示す。4体 の

試験体は ，
い ずれ も ln−−1／3 ス ケ

ー
ル の 十字型骨組 で，

梁断面は 200 × 300m 皿 ，柱断面は 250 × 250mm ，柱芯か

ら梁端加 力点 ま で の 距離は 1375mm ，梁芯 か ら欄 支持

点ま で の 距離 は 920mm で あ る。実験変数 は，梁の 構造

形式 （プ レ キ ャ ス ト圧着 ， お よ び一体打ち RC ），
　 PC 鋼

棒錆材種 （丸鋼、お よ び 異形銅），グ ラ ウ トの 有無で あ

る。プ レ キ ャ ス ト圧 着試 験体 に っ い て は梁 と柱 を 別々 に

打設 した 後，厚 さ 1Qmm の 無収縮 モ ル タル を介 し て圧着

接合 した 。 プ レ ス トレ ス 導 入 後，KPC −RU −1 以 外は シ
ー

ス 管内に グ ラウトを注入 した。各試験体共通に，コ ン ク

リート目標圧 縮強度 は 60N1  
2
と した。丸鋼お よび 異形

鋼 の そ れ ぞ れ の PC 鋼棒に 対 して α2％ オ フ セ ッ ト規格降

伏強度の 56％および 60％の プ レ ス トレ ス を導入 し，有

効プ レ ス トレ ス カが ほぼ 同 じ となる ように した。表一2

に載荷直前の 有効プ レ ス トレ ス カ を示 す 。 使用 した材料

の 力学特性 を表一3 か ら衰一5 に示 す。

試験体 KPC 。1》I　　 KPC ・R・I　　 KP（》RU ・1KRC ．i

構造形 式 ブ レ キ ャ ス ト圧 着 一体 打ち

主筋 8−D22

柱 せ ん断補 強筋 D1 　 且00

せ ん 断補強筋比 LO亘％

せ ん 断補 強筋 Dl 　 lOO
接 合部

せ ん 断 補強筋比 ．1 1，01％ 0．42％
主 筋 （組 立 筋） ｝D10 ｝Dl9

せ ん 断補強筋 D10 　 　 5 D10 　 150

せ ん 断裕強筋比 032％ 0．4既
梁

PC 銅 棒 2・D22 2・　 3 2−　 3 一

PC グラ ウ ト あ り あ り な し
　

銅材 係 数 廓2 0．160 0．167 0．167 一

・
・せ ・ 断攤 ・ ・ド 語

こ こ で．b． 莊 橄   ）．　J ： 梁 上 下 主筋 （プ

レ キ ャ ス ト圧 著試 験 体の 胎 は 上 下の PC銅

＃）の 重 醐 麟 （  ），EXN ：こ の 区間の

横撒 撕 面積 の 総 和（ 
2
）

　 　 　 　 　 　 　 F 　 ＋ P
爭2 釧材係数 9 旨　

P

　
‘

　　　　　　　Fc ・b・D

こ こ で，F
”

： 引張 側 PC 銅材の 0．2％ オ フ セ

ッ ト規格降伏荷重（N ｝，P， ：圧 縮側 PC 鋼材 の

有効ブ レ ス トレ ス カ（N ），Fe ：コ ン ク リート目

標圧 融 度（60　Ntmm2 ），　b ；梁蠍   ），　D ：

梁全せ い （  ）
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表
一2　有効プ レス トレス カ

試験 体
有効プ レ ス ト レ ス カ

　　 　Pβ N

プ レ ス トレ ス レベ ル

　 P．／九 西P

KPC ・D −1 470．7 0，140

KPC−R −1 467，4 0．139

KP （ンRU 一工 44L9 0．131

f
’
c コ ン ク リ

ー
トシ リン ダ

ー
圧 融 度試 験値aSlmm：），

b ：梁 幅（  ），D ：梁全せ い （  ）

表一3　コ ン ク リ
ート ・PC グ ラ ウ ト ・

　　　　目地モ ル タ ル の 力 学特性

O

蟹

O

寓
」
覇

ー
菰

T
it　　　　 の

嬲

　 　 　 1

　 8−D223
一団 9

！

羅 コ
　 　 　 　 諏

』
田 3■050　 　　 　 謄 　　 13

　 　 　 3」概 騒DlOO 寉00

　　　
一

体打 ち

3● ，●　 茜 馳

零料 哨

同
1 ． ll！ よ

卩

RC 試験体

h縛 　 　 卩10

　 　 1，250
　 　 1，375

250 t．2501
，

c．

材料種別

圧 縮

強度

（N1 
2
）

圧縮 強度時

　ひ ずみ

　 （％ ）

113∫で

割 縁弾 性

　係 数

　 1 

割 裂引張

　 強度

（N ノ 
2
＞

コ ン ク リ
ー

ト 56．2 0．2352 ，80× 1（ジ 4，10

PC グ ラ ウ ト 32，3 0．2421 ．36X 正（ド 　

目地モ ル タル 48．2 0．2662 ．17 × 104 一

表 一4　鉄筋の 力学特性

鉄 筋 種 別

降伏

強度

（N1  
2
）

降伏

ひ ず み

（％ ）

引張

強度

（N／mm2 ）

ヤ ン グ

係数

（Nノ  り

DlO 　SD345365 ．4 0．189 5B ．81 ．93xlO5

D13 　SD345370 ，7 0．187 564．01 ．99xM 戸

Dl　 SD345〕 388、10 ．197 594．zL97x105

D22（SD390 ｝ 445．4 0，216 634．82 ．07x105

図一1　試験体図 （単位 ： mm ）

2．2 試験体設計方針

　本試 験で は，全試 験体 とも梁 の 曲げ耐力は ほ ぼ 同 じ と

し ， か つ 梁曲げ破壊先行型 となる よ うに 設計 し た。そ の

た め，梁 曲げ耐力時の 接合部入 力せ ん断力が 「靭性保証

型耐震設 計指針 1 に よ り与えられ る接合部せ ん断強度
3）

を下回 るよ うに設計 した 。 材料試 験 結果か ら算定 した 接

合部 入 力 せ ん 断 力 と接合部終 局 せ ん 断 強度 と の 比 較 を

表一6 に 示 す。こ こ で KRC −1の 接合部入 力せ ん断力は 図

一2 か ら式〔1）に よ り算定 した。圧着試験体で は，図
一3

の よ う に 梁曲げ耐 力 時 の 梁断 面 で の 応力 中心間距離

諏 0．8× 梁全 せ い ）
4）を仮定 して，式 （2）

に より接合部入力せ ん断力を算定 し

た。な お，KPC −D −1，　KPC −R −1，　KRC −1

の 梁 曲 げ 耐力 の 算定 で は 平面保 持仮

定と ACI コ ン ク リ
ー

ト応カブ ロ ッ ク

を用 い
， 圧縮限界ひ ずみ は 0．3％ と し

た 。 ア ン ボ ン ド試験体 KPC・RU・1で は，

ひ ず み適合係 数 F 値（
＝02 ）

s）
を 用い

て 梁曲げ耐力を算定した。

表一5　PC 鋼棒の 力学特性

鋼材名

0，2％ オ フ セ ッ ト

　 降伏応力

　　　〆 
2

引張

強度

ノ 
z

ヤ ン グ

係 数

（N1  ；

D22（B 種 1 号） 1020 1131 2．01x105

μ3（B 種 1号 ） 1083 1138 2．Olx！0
，

　　　　J

ぐ

表
一6　接合部 入 力 せ ん 断 力

試験体名

　接 合部

せ ん断強度

　 r

接合部設 計用

　せ ん断力

　 z
伽 ／巧

KPC・1｝1 64L9 588、4 LO9

KPC・RrI 64L9 620．3 1．03

KP（ンRU・164L9 501．7 1．28

KRC ．1 64L9 566，5 1．B

江

Z
…

→ 「
・

v
，

＝T ＋ T ’− Ve

DJの 値は柱せ い と した。

一
　
脇

　幽

−

）…
　

　

　

嬬

一
丁

一
」

図一2　一
体打ち RC 試験体 の

　　　 接合部の せ ん 断力

（1）

＃

→

＃

→

耽
’

ち・

讐・讐光

図一3

　　　 接合郁の せ ん断力

M 」

（2）

プ レ キャ ス ト圧着試験休の
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2、3 載荷方法

　載荷装置 を 図

一4 に 示す。柱

上 下端 は ピ ン 支

持 と し ， 梁 両 端

に接続 した 油圧

ジ ャ ッ キの 押 し

引きで載荷 を行

っ た。柱軸力 が

小 さい ほ ど柱 や

接合部 の ひ び 割

，1，鋼瞥

ll
　 飜

　
　

鬟
踏

摂
；

鬢
誓
…

職

　
　
膿

葺

鑞…

　 4 ，Ut．に，ぢ
　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　’
　 　 裂 r

　　．
’昌

B霸
「
：

図
一4　載荷装置図 （単位 ：mm ）

れ等の 損傷は 大きくな るた め，本 実 験 で は損傷評価 の 検

討 を安全側で 行える ように，柱軸力を 0 とした。載荷は

左 右 の 梁 部材の 回 転角制御 で 行い ，回転角 が 0．25％ ，0，5％，

LO ％，2、0％，3．0％，4，0％ 5．0％ の そ れ ぞ れ で正 負 2 回の

繰返 し載荷を行 っ た。

3．実験結果およ び考察

3．1 試 験体確壊性状

　図一5 に各試験体の 接合部付近 の 最終破壊状況 を示 す 。

KI コC−R・L　 KPC −RU −1 では 載荷終 了 まで PC 鋼棒 は 降伏せ

ず ，KPC −D ・1で は 層 間 変形 角 2．0％ 時に PC 銅棒が降伏 し

た。KRC ・1で は層間変形角 2．0％ 時に 梁主筋が降伏 した。

KPC −R−1

ー
KPC −D−1

縄 舳 ．ド　 ・ ＼

重
g

−
1
↓
ー

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　岬肖

図一5　最報確壊状況

ま た，3体 の 圧着試 験体 で は層間変形角 3．0％時 に ，KRC ・1

で は層間変形角 2．OWe時 に 接合部せ ん 断補強筋 が 降伏 し

た。い ず れ の 試験体 で も，層 間変形角 2．0％時まで に接合

部に 多数 の せ ん断 ひ び 割れ が 発 生 し，接合部せ ん 断補強

筋降伏後 に は梁端部の 損傷は ほ とん ど進行せずに ， 接合

部 コ ン ク リートの 圧 壊が進行 した。最終的な破壌形式 は，

KPC −R−1，　 KPC −RU ・1 で は接合部 せ ん 断破壊，　 KPC −DI ，

KRC ・1で は梁曲げ降伏後の接合部せ ん断破壊 と判定 した。
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Q ：梁 ひ び割れ または 目地部離側 発生

△ ： 梁主莇ま た は 1℃ 鋼棒降伏

　　　　　　　　　　図一6
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荷重一層間変形角関係

8

3．2 荷量一層聞変形角●係

　図 一6 に 各試験体 の 梁端荷重の 平均

値 と層 間 変形 角 との 関係を示 す。図中

U。d は ， 材料試験結果 に 基づ き算定 し

た梁曲げ耐力時 の 荷重 で ある。

　い ず れ の 試 験 体 も層 間 変形角 2．0％

時 で ほ ぼ最大 荷 重 に達した 。 KPC−R−1

以外 の 試験体で は，算定 した梁曲げ耐

力 時荷重 と 実験時の 最大荷重 とが お

おむ ね一致した が ， PC 鋼棒が降伏 し

なか っ た KPC −R−1で の 実験時 の 最大荷

重 は ， PC 錆棒の 降伏 を仮定 して算定

した梁曲げ耐力時荷重の 86％ となっ

た。

　履歴ル
ー

プ形状 に つ い て，KPC −R−1、

KPC −RU −1で は層間変形角 2．oyoまで は

残留変形の 小 さい S 字形 で あ っ た が ，

最大耐力に達 した 3．0％ 以降は 紡錘形

とな っ た 。 KPC・Eレ1 で は 眉間変形角

1．0％ま で は S 字形の 履歴で あっ たが，

正℃ 鋼棒降伏後の 2，0％ 以降 は逆 S宇形

とな っ た。KRC・1は載荷初期 か ら残留

変形の 大きい 逆 S 字形 で あ っ た 。
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表
一7　接合部入力 せ ん 断力

試 験 体 名

陽

せ ん 断 ひ び割 れ

　荷璽 実験値

　 　 　 困

せ ん断ひ び

割れ荷重

　計算値

耽，。4
．（kN）

砺 ／ゐ 副

　接 合部入 力

せ ん 断力最大値

　 　 ソ 既

　接 合部入力

せ ん 断力最大値 弓聖〆殯 険／匹

正 負 正 負 正 　 　 　 負 正 負 正 負 正 負

KP （ンR．130423 ・326．73331 ．770 ．920 ．98 一 一 545，68 ・541，43 一 一 0．850 ，84
KPC ・RU ・1277 ．60 ・303．93326 、330 ．850 ．93595 ．83　　−53L99528 ，77 ・518．550 ．930 ，83 α820 ．81
KPC ・D −135 ＆．65 ・322、7璽 332．021 ．080 ．97627 ．63　 　−622．4359L77 ・593．800 ．980 ．97o ．920 ．93

KR （冫【 272．95 一136．4022129L23 α62580 ．且0　 　雨 02．79 一 一 0，90 α94 一 一

寧 Vtr
、、qt
− b

丿
・Dc σ

，

’一σ
ge
・σ

， 　 （3）

こ こ で．σ

バ 瓢ち
・ん

、｝，ar ・ コ ン ク リートの 引張 黻 司 ．・7f’c （Nimm2），

P諜 の 有効プ レ ス トレ ス 九 bb ：梁 幅 （mm ）．　 b，．　Dc ：柱 幅，柱 せ い （  ），吻湛 梁 接 合 部 の 有 効 幅 ・（b，　＋ bc）／2 （  ），
hJ ： 柱梁接 合部で の プ レ ス トレ ス を 計算する た め の 有効 高 さ ；Db ＋D

，12（mm ）
4）

3，3 接合部入力せ ん 断カ
ー

せ ん断 ひ ずみ 関 係

　図一7 に 各試験体の 正 方向載荷時の 接合部入 力 せ ん断

力と接合部 の せ ん断 ひ ずみ との 関係の 包絡線を示す。こ

こ で接 合 部 入 力 せ ん 断 力 の 算 定 に は，鋼材 の 張力 に 基づ

く文献 6）の 方法を適用 した。こ の 際，梁主筋お よび PC

鋼棒ひ ずみを測定値 が信頼 で きる 範囲として，図
一7 に

は 示 して い る 。 た だ し KPC −R −1 は 接合部 せ ん 断 ひずみ

05％付近か ら ， PC 鋼棒の ひずみゲージが不調 で あ っ た

た め，KPC −R−1 の 結果は 除外 し た。表一7 に は，各試験

体の 接合部 せ ん 断ひ び割れ発生時の 接合部入 力せ ん 断

力 お よ び 実験時 の 接合部入力せ ん 断力の 最大値を示す。

表 中 陥 は文献 6）の 方法に よ り算定 した値 で あ る。VJ2は

式（2）に より算定 した値で あ り ， 梁曲げモ ーメ ン トは最大

荷重時 の 梁端の 荷重 よ り算定 した 。 式（2）は 圧 着試験体 に

対 す る評価式の た め，KRC −1 に は適用 しな い。接 合 部せ

ん 断 ひ び 割れ 発 生 時 の 接合部 入 力 せ ん 断力 は 主 引張応

力 に 基 づ く式〔3）で おお む ね評価で き る。接合部入 力せ ん

断力 VJIと Vp は 最大荷重付近で ほ ぼ同 じ値を 示 し ， 表一

6 の 接合部せ ん 断 強度   よ り低い 値 を示 した が，全 試験

体 と も梁 の 損 傷は 小 さい ま ま 接合 部 がせ ん 断破壊 し た。

3．4 残留変形

　図一8 に 各載荷サイ クル 正 方向 1 回 目に お け る層間変

形残留率の 推移 を示 す e こ こ で変形残 留率は，載荷 ピー

ク時 の 変形 に 対 す る除荷時の 変形 の 割合と した。KRC −1

の 層間変形残留率は最も大きく，特 に 梁主筋降伏時の 正

方向2．0％ 時に は他の 試験体 よ りも 3倍 近 く高 い 値 と な っ

た 。 KRC ・1 の 次に KPC −D−1 の 残留率が 高く，KPC −R・1，

KPC 。RU ・1 で はほ ぼ 同じ値を示 した。

　 図
一9，図 一10 に各載荷サ イ クル ピーク時 変 位 での 接

合部せ ん 断ひ ずみ （図 中丿陥
）と こ れ に 対する除荷時 接合

部せ ん 断ひ ずみ （図 中 lrr） との 関係 を，文献 Dの 圧 着試

験体の 結果も併せ て 示す 。 図一10 は 図一9 の 〔〉〈
」r．く1％

の 範囲を拡大 したもの で ある 。 図中の 実線は 文 献 7）に よ

る RC 造柱梁接合部に 対する評価式で ある。　 KRC −1で は
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56

せ ん断補強筋が 降伏 した せ ん 断ひ ずみ 1％ 程度まで の jrr

はお お むね 評価式と対 応 した。圧 着試験 体の
jrr は い ず れ

も評価式 よ り小 さい傾向に あ り，KRC −1を除く試験体に

対 して，jrm
−
jlr関係 の 〔｝・〜篇

く 1％ の 範囲に お ける 回帰直線

は図
一10 の 点線の よ うに な る。

た だ し ， この 範囲 で の 相

関係数 は 0．64，回帰式 の 標遡偏差は O．79 で ばらっ きが大
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載荷ピーク時接合部せ ん断ひ ずみ一

除荷時接合部せ ん断ひずみ関係

o．6

o．5

o．4

詫　。．3 
丶

0．2

0．1

000
．20 ．40 ，6o ，81

き く，試験体間 で の 差 も不 明 瞭で あ る 。偽 が 3％ 以 降 は，

全 試 験体 で 評 価 式 よ り も jrr が 小 さ くな る傾 向 に な っ た。

3．5 接台部の 揖傷

　図一11 に 各載荷サイ ク ル で の

接合部せん断ひ び割れ の 本数 を

示 す。こ こ で ひ び 割れ 本数 は 図

一12 に示 す 4 つ の 埋 め 込 み ボ ル

トで 構成 され る 四角形内の 領域

で，対角線上 を通 過 す るせ ん 断

ひ び 割れの 本数 とした。層間変

6512065

図
一12

1
「

ヨ

ー

i

→

一
「

一

層

　

一

7
−

1

ー

ら

接合部埋め 込み

ボル ト位置

形角 1．0％ まで は圧着試験体 の ひ び 割れ本数が KRC −1 よ

りも多か っ た が ， 最大荷重を示 した 2ρ％ 以降は逆転 した 。

　ひ び割れ幅は各載荷 サ イ クル ピーク時お よ び除荷時

に ，図一12 に 示す 四角形内の 領城で ，対角線上 を通過す

るせ ん 断 ひ び割れ の 対角線上 で の 幅を ク ラ ッ クス ケ
ー

ル （最小値 0．〔｝4m 皿 ）に よ り測定 した 。 3 体の 圧 着試験体

で は 層間変形角 4．0％ の iサ イ クル 目，KRC −1で は 層 間 変

形角 3．0％ の 2 サイ ク ル 目で，接合部 パ ネル の 圧 壊が 顕著

に な り，ひ び割れ 幅の 測定 を 中止 した 。

　図一13 に載荷 ピーク時 と除荷時 に おける接合部の せ

ん 断 ひ び 割れ の 最大 ひ び割 れ 幅 と 平均 ひ び割れ 幅 と の

関係 を，載荷 方 向 の 正 負 を ま とめ て 示 す 。 こ こ で 平 均 ひ

び割れ幅は，測定区間の ひ び割れ 幅の 合計を ひ び割れ 本

数 で除 して 算出 した。試験体問で 最大ひび割れ幅 と平均

ひ び割れ幅との 関係に顕著な違い は なか っ た
。 平均 ひ び

割れ 幅 0．4  未満 の 鯛 磁 荷ピーク 時 と除荷時 の す

べ て の 点に 対 し て 原点 を通 る 回帰直線 を求 め る と，最大

ひ び割れ幅 は平均 ひ び割れ幅の 2．50倍 となっ た。

　図一14 に 載荷ピーク時 の 接合部せん断 ひ び割れ の 最

大 ひ び 割れ 幅 と除荷時の 最大 ひ び 割れ 幅 との 関係 を，載

　　　　　　　　　　　 丿塩 1％1

図
一10　載荷 ピー

ク時撞合部せん 断ひずみ
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　　　　最大 ひ び割れ幅関係

6

1．2

荷方向の 正負を ま とめ て示 す 。 図 中の 実線は 「耐震性能

評価指針 （案）」
2） に よ る RC 造柱梁接合部に 対する評

価式 で ある。試験体問 で の 違 い は確認 で きない 。
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図一14 接合 部載荷ピーク時最大 せ ん断 ひ び割れ幅

　　　　一除荷時最大せ ん 断ひ び割れ幅関係

　図一15 に載荷 ピーク時 の 接合部せ ん断 ひ ず み と接合

部 最 大 せ ん 断 ひ び 割 れ との 関係 を載荷方 向 の 正 負 を ま

とめて 示 す 。 図中の 実線は 「耐震性能評価指針 （案）12〕

に よ る RC 造柱梁接合部 に 対す る 評価式で ある。い ずれ

の 試 験体 もせ ん 断 ひ ず み に 対 す る 最 大 ひ び 割 れ 幅 は 評

価式よりも小 さくなっ た。評価式で は 柱に 軸力 が導入 さ

れ た試験体 を対 象 と して い るの に 対 し，本実験 で は柱 に

軸力を導入 して い ない た め と考 え られ る 。

　以上 よ り，ひ び 割れ 幅に 関 して は評価式 との 対応 が悪

い なが らも，各試験体 に 対 し て 「載荷 ピー
ク 時 せ ん 断ひ

ず み→載荷 ピー
ク 時最大せ ん 断 ひ び 割れ→除荷時最大

せ ん断 ひ び割れ 」 の 経路に よる
一

体打ち RC と同様 の 損

傷評価法が 適 用 可 能で あ る と考 え られ る。

4．ま とめ

　1℃ 十宇形柱梁圧着骨組お よび RC 十字形柱梁骨組 に 対

する載荷実験 を行い ，以下の 知見を得た。

（1） 全試験体 に お い て，梁 端 モ
ー

メ ン トと鋼材張力 に 基

　　 づ く 2 通 りの 接合部入 力せ ん 断力 の 最大 値 は ほ ぼ

　　 同 じ値 を示 した。こ れ らの 値 は靭性保証指針 に よ る

　　 接合部せ ん 断強度計算値を下回っ た が，梁 の 損傷は

　　 小 さい まま，接合部の せ ん 断破壊が生 じた。

（2） 接合部 せ ん 断補強筋が 降伏す る ま で の 圧 着試験体

　　 は i

一
体打ち RC 試験体よりも残留層問変形および

　　 接合 部せ ん断 ひ ず み の 残留変形が抑えられ る傾 向

　 　 に あ っ た。

（3）　圧 着試 験体 は一
体打ち RC 試 験体 よ り も，層間変形

　　 角 1．0％ ま で は接合部 せ ん 断ひ び 割れ の 本数 が 多く，

　　 最大荷重時付近 で は少な くなっ た。

（4） 各試 験体 に対 して 「載荷ピーク時せ ん断 ひ ずみ → 載

　　 荷 ピー
ク 時最大 せ ん 断ひ び割 れ → 除荷 時 最大 せ ん

　　 断 ひ び 割れ 」の 経路に よる
一

体打ち RC と同 様の 損
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図一15　戯荷 ピーク 時接合部せ ん 断ひ ずみ 一

最大せ ん 断 ひ び割れ幅 関係

傷評価法 が適用可能 で ある。
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